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今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
用
語
の
説
明
等 　
　
　

２
頁

高
度
地
区
の
制
限
、
用
途
地
域
に
よ
る
建
築
物
の
用
途

制
限
の
概
要
等 

　
　
　
 

　
　
　

３
頁

町
田
市
土
地
利
用
基
本
方
針
（
概
要
） 

　
　
　

４
頁

町
田
市
用
途
地
域
等
見
直
し
素
案 

裏
面（
図
面
）

＊主な内容＊

　

用
途
地
域
等
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
都
が
策
定
し

た
「
用
途
地
域
等
に
関
す
る
指
定
方
針
及
び
指
定
基
準
」
及

び
、「
町
田
市
土
地
利
用
基
本
方
針
」
を
指
針
と
し
て
い
ま
す
。

　

長
期
的
に
は
人
口
が
、
減
少
に
向
か
う
こ
と
が
見
通
さ
れ
る

な
ど
、
大
き
な
土
地
需
要
の
増
加
が
見
込
み
に
く
い
状
況
に
あ

る
た
め
、
区
域
区
分
は
見
直
さ
な
い
方
針
で
す
。
東
京
都
に
お

い
て
も
、
同
じ
考
え
方
で
す
。

　

今
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
町
田
市
の
魅
力
や
蓄
積
を
い
か
し

な
が
ら
、
「
生
活
都
市
と
し
て
の
高
質
化
」
を
め
ざ
し
、
地
域

特
性
に
応
じ
た
目
指
す
べ
き
市
街
地
像
を
実
現
す
る
た
め
、
必

要
な
事
項
を
地
区
計
画
に
定
め
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
現
在
市
内
で
お
き
て
い
る
土
地
利
用
の
動
向
へ
の

対
応
を
中
心
に
以
下
の
と
お
り
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
の
う
ち
、
建
ぺ
い
率　

％
、
容

３０

積
率　

％
の
地
域
（
都
市
計
画
公
園
･
緑
地
等
一
部
の
地
域
を

６０

除
く
）
は
、
建
ぺ
い
率　

％
、
容
積
率　

％
に
変
更
し
ま
す
。

４０

８０

ま
た
、
現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
外
壁
の
後
退
距
離
１
ｍ
を
残
す

と
と
も
に
、
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
の
指
定
を
行
い
ま
す
。

　

第
一
種
及
び
第
二
種
低
層

住
居
専
用
地
域
は
、
敷
地
の

細
分
化
を
防
止
す
る
た
め
、

敷
地
面
積
の
最
低
限
度
を
１

３
０
㎡
に
指
定
し
ま
す
。

　

敷
地
面
積
の
最
低
限
度
が
定
め
ら
れ
た
時
点
で
、
最
低
限
度

に
満
た
な
い
敷
地
は
、
指
定
後
敷
地
を
分
割
し
な
い
限
り
、
建

物
の
新
築
や
建
替
え
は
可
能
で
す
。

　

第
一
種
・
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
及
び
近
隣
商
業
地

域
、
商
業
地
域
を
除
く
地
域
に
、
現
高
度
地
区
に
あ
わ
せ
、
建

物
の
最
高
高
さ
を　

ｍ
に
制
限
す
る
高
度
地
区
を
指
定
し
ま

３１

す
。
な
お
、
第
一
種
・
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
は
、
既
に

　

ｍ
ま
た
は　

ｍ
の
制
限
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

１０

１２

　

平
成
８
年
度
用
途
地
域
等
見
直
し
以
降
、
平
成　

年
度
ま
で

１７

に
完
成
も
し
く
は
供
用
開
始
が
見
込
ま
れ
る
主
要
幹
線
道
路
に

つ
い
て
は
、
沿
道
土
地
利
用
を
誘
導
す
る
た
め
、
用
途
地
域
等

を
見
直
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
道
路
整
備
等
に
よ
り
、
用
途
地
域
界
が
不
明
確

に
な
っ
た
箇
所
等
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

用
途
地
域
等
見
直
し
の

「
町
田
市
素
案
」
に
つ
い
て

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

ご
都
合
の
良
い
会
場
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。

　

素
案
に
つ
い
て
の
ご
意

見
、
ご
要
望
は
説
明
会
に
て

お
聞
か
せ
い
た
だ
く
か
、
書

面
に
て
４
月　

日
ま
で
に
都

２５

市
計
画
課
（
市
役
所
４
階
、

〒　

－

８
５
２
０
、
町
田
市

１９４
中
町
１－

　

－

　

）
へ
直
接

２０

２３

ま
た
は
郵
送
で
お
申
し
出
下

さ
い
。

説 明 会　 日 程 表
そ　の　他会　　　場日　　　時

※忠生市民センター（ホール）
午後２時～４時

３月２４日（月）
午後７時～９時

駐車場有り。
ただし有料、１回１００円。市立総合体育館（会議室）

午後２時～４時
３月２５日（火）

午後７時～９時

※堺市民センター（ホール）午後７時～９時３月２６日（水）

※鶴川市民センター（ホール）午後２時～４時３月２７日（木）

駐車場なし。玉川学園文化センター（ホール）午後７時～９時３月２８日（金）

※堺市民センター（ホール）午後２時～４時
３月３１日（月）

※鶴川市民センター（ホール）午後７時～９時

駐車場有り。町田市農業協同組合南支店（ホール）午後７時～９時４月１日（火）

駐車場なし。健康福祉会館（講習室）
午後２時～４時

４月３日（木）
午後７時～９時

※駐車場の準備が十分ではありません。車でのご来場はご遠慮ください。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
、
ご
要
望
と
、
市
で
実
施
し
た

様
々
な
調
査
の
結
果
を
も
と
に
検
討
を
行
い
、
用
途
地
域
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

「
町
田
市
素
案
」
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
用
途
地
域
の
見
直
し
の
実
施
及
び
考
え
方

に
つ
い
て
は
、
１
月
１
日
号
の
広
報
ま
ち
だ
で
既
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
こ
の

特
集
号
で
は
、
市
で
作
成
し
た
素
案
と
、
そ
の
見
直
し
方
針
等
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い

て
ご
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
素
案
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
都

合
の
良
い
会
場
へ
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
こ
の
説
明
会
は
、
素
案
に
つ
い
て
市
の

考
え
方
を
説
明
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
等
を
お
聞
き
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
市
で
は
素
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
参
考
に
、

都
の
指
定
方
針
・
基
準
及
び
市
の
方
針
に
基
づ
い
て
再
度
検
討
を
加
え
た
後
、
「
町

田
市
原
案
」
と
し
て
本
年
７
月
上
旬
を
目
途
に
東
京
都
へ
提
出
す
る
予
定
で
す
。
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明
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用
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見
直
し
に
あ
た
っ
て
の
方
針
等

見
直
し
に
あ
た
っ
て
の
方
針
等�
見
直
し
に
あ
た
っ
て
の
方
針
等

見
直
し
に
あ
た
っ
て
の
方
針
等�
見
直
し
に
あ
た
っ
て
の
方
針
等�

説
明
会
に
お
い
で

に
な
る
と
き
は

こ
の
広
報
紙
を

お
持
ち
下
さ
い

②
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
の

指
定

③
高
度
地
区
に
お
け
る
絶
対
高
さ
の
指
定

④
沿
道
の
用
途
地
域
等
の
見
直
し

①
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
の
建
ぺ
い
率
、
容
積
率
の
見
直

し （
２
）
用
途
地
域
等
の
見
直
し
の
方
針

（
１
）
区
域
区
分
（
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
区
分
）

　
　

の
見
直
し
の
方
針

お
問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
計
画
課
（
11
７
２
４
・
２
５
３
８
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。


